
 - 7 - 
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   議事日程第１号      第３回定例会 

   令和７年９月２日（火）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 

 〃  ７ 議第５２号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 〃  ８ 議案説明 

 〃  ９ 委員会付託 

 〃 １０ 質疑・討論・採決 

 〃 １１ 議第５３号 表彰について 

 〃 １２ 議案説明 

 〃 １３ 委員会付託 

 〃 １４ 質疑・討論・採決 

 〃 １５ 報告第 ９号 令和６年度寒河江市財政の健全化判断比率の報告について 

 〃 １６ 報告第１０号 令和６年度寒河江市公営企業の資金不足比率の報告について 

 〃 １７ 質疑 

 〃 １８ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １９ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２０ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２１ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２２ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃 ２３ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃 ２４ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 ２５ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 ２６ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 ２７ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃 ２８ 議第５７号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２９ 議第５８号 令和７年度寒河江市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 〃 ３０ 議第５９号 寒河江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す 
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            る条例の一部改正について 

日程第３１ 議第６０号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第６１号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３３ 議第６２号 寒河江市水道給水条例及び寒河江市下水道条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第６３号 寒河江市水道企業職員及び下水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条 

            例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改 

            正について 

 〃 ３５ 議第６４号 財産（タブレット端末等）の取得について 

 〃 ３６ 議案説明 

 〃 ３７ 監査委員報告 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから令和７年第３回寒河江市議会定

例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関より本定例会における写真撮

影及び録音の申出があり、議長においてこれを

許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○柏倉信一議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、４番児玉 崇議員、９番渡

邉賢一議員、14番沖津一博議員を指名いたしま

す。 

 

会 期 決 定 

 

○柏倉信一議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。荒

木議会運営委員長。 

   〔荒木春吉議会運営委員長 登壇〕 

○荒木春吉議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申し上げます。 

  本日招集になりました令和７年第３回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る８月

28日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 
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  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数などを勘案し、本日から９月24

日までの23日間と決定いたしました。その間の

会議等につきましては、示しております第３回

定例会日程表のとおり決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から９月24日までの23日

間と決定いたしました。 

 

第３回定例会日程                        令和７年９月２日（火）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

９月 ２日(火) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、人権

擁護委員候補者推薦、固定

資産評価審査委員選任議案

上程、同説明、委員会付

託、質疑・討論・採決、表

彰議案上程、同説明、委員

会付託、質疑・討論・採

決、報告、質疑、議案上

程、同説明、監査委員報告 

議   場 

９月 ３日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ４日(木) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ５日(金) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月 ６日(土) 休               会 

９月 ７日(日) 休               会 

９月 ８日(月) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ９日(火) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月１０日(水) 

午前９時３０分 本  会  議 

質疑、決算特別委員会設

置、予算特別委員会設置、

委員会付託 

議   場 

本 会 議 休 憩 中 決算特別委員会 

開会、正副委員長の互選、

議案説明、質疑、分科会分

担付託 

議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

決算特別委員会正副委員長

の互選結果報告 
議   場 

本 会 議 終 了 後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 
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９月１１日(木) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１２日(金) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１３日(土) 休               会 

９月１４日(日) 休               会 

９月１５日(月) 休               会 

９月１６日(火) 午前９時３０分 
厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１７日(水) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１８日(木) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１９日(金) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月２０日(土) 休               会 

９月２１日(日) 休               会 

９月２２日(月) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月２３日(火) 休               会 

９月２４日(水) 

午前９時３０分 決算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
予算特別委員会 

分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、閉会 
議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お示

ししております文書によって御了承願います。 

 

行 政 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について市長から報告を求

めます。齋藤市長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  令和７年第３回寒河江市議会定例会の開会に

当たりまして、第２回定例会以降、今定例会ま

での主な市政の概況について御報告申し上げま

す。 

  初めに、今年のさくらんぼの作柄状況につい

て申し上げます。 

  県の発表によると、開花期間中に強風、降雨、

低温の日が多かった影響で訪花昆虫の活動が鈍

く、佐藤錦については結実数が少ない園地が多
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くありました。一方で、紅秀峰ややまがた紅王

は満開期の天候に恵まれ全般的に結実は良好と

なりました。収穫期においては６月からの高温

により、佐藤錦の成熟が進み満開期から収穫最

盛期までの日数が平年より５日ほど短くなった

ことや、紅秀峰を中心に双子果や着色不良によ

る出荷ロスが発生したことから、県全体の収穫

量は、予想収量を下回り、前年対比99％、平年

対比67%の8,500トン程度と見込まれております。 

  なお、さがえ西村山農協の販売実績につきま

しては、９月11日に開催されるさくらんぼ生産

販売検討会にて詳細が報告される予定であると

伺っております。 

  一方、さくらんぼのＰＲ活動につきましては、

６月のさがえさくらんぼ月間の期間中、さがえ

さくらんぼFestivalの中で、やまがたフルーツ

150周年を記念した第35回全国さくらんぼの種

吹きとばし大会やチェリンとあそぼう！2025が

開催されたほか、スポーツイベントとしてツー

ル・ド・さくらんぼやさくらんぼウォーク等、

初夏の寒河江を舞台に豊かな自然や地元の味覚

などを体感していただいたことにより、本市の

ＰＲに結びついたものと考えております。 

  今年度のさくらんぼ観光果樹園の入り込み状

況については、主力品種である佐藤錦の予想収

穫量が平年より少ない見込みと報道されたこと

や、少ない見込みを考慮し、ツアーや団体の事

前受付を早期に終了したこともあり、今年度の

来園者は前年対比で64.9％と大幅に減少しまし

た。温暖化の進行により、さくらんぼの栽培環

境は厳しさを増しておりますが、安定した生産

が図られるよう対策が必要であると考えおりま

す。 

  次に、空き家及び古民家の活用推進に関する

包括的連携協定についてですが、一般社団法人

全国古民家再生協会山形第一支部より、本市に

存在する空き家や日本の伝統的な工法で建てら

れた古民家の利活用及び再生等について連携し

て取り組み、地域コミュニティーの維持や移住

定住の促進に協力したいとの申出があり、６月

25日に空き家及び古民家の活用推進に関する包

括的連携協定を締結いたしました。 

  これにより、市内にある空き家及び古民家の

再生や活用、また、移住定住の促進や地域活性

化につながるとともに、築50年以上の建物の歴

史文化を次世代に引き継ぎ、持続可能なまちづ

くりの一翼となるものと期待しているところで

あります。 

  次に、国・県に対する重要事業要望について

ですが、去る７月８日、令和８年度寒河江市重

要事業要望書を柏倉議長と共に吉村県知事に対

し提出いたしました。全49件の要望項目のうち、

３項目について当日知事より回答をいただいて

おります。 

  １つ目は「山形県立こども医療養育センター

の診療体制並びに児童発達早期コンサルティン

グ事業の拡充について」であります。知事から

は「県立こども医療療育センターは発達障がい

を診断できるドクターが限られており、県とし

ても医療に関する人材不足について危機感を持

っている。発達障がい児の早期支援は重要と考

えているが、診療体制の充実は中長期的な視点

での対策が必要となるため、県公認心理師・臨

床心理士協会との連携を密にし、児童発達早期

コンサルティング事業の拡充を図っていき、発

達障がい児の早期発見、早期支援に努めていき

たい」との回答をいただきました。 

  ２つ目の「土砂災害防止対策の推進につい

て」は、知事からは「やまがた水害・土砂災害

対策中期計画に基づき、人家が集中する場所や

要配慮者利用施設があるなど重要な施設が含ま

れる場所など優先度が高いところから、順次、

砂防堰堤等の整備を進めており、要望箇所につ

いては、今後斜面の状況や保全対象を確認し、

西村山管内で現在事業中の箇所の進捗状況を踏

まえながら、事業の必要性を含めて事業を行う
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か決定する。今回指定された区域のハザードマ

ップへの記載や土砂災害警戒避難体制の整備な

ど協力をお願いする」との回答をいただきまし

た。 

  ３つ目は「新中学校整備のための山形県立寒

河江高等学校グラウンド譲渡について」であり

ます。知事からは「県としても整備事業が円滑

に進むように寒河江市教育委員会と譲渡に向け

て前向きな協議を行っていく。寒河江高校での

教育環境や部活動への影響も考慮し、譲渡に伴

う代替措置として寒河江市野球場と陸上競技場

の再整備についても、寒河江高校での教育に支

障がないよう十分な対策を講じていただくよう

お願いしたい」との回答をいただきました。 

  今後も各要望項目の実現に向けて積極的に取

り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、西村山地域の医療提供体制についてで

すが、去る７月10日に開催された山形県立河北

病院及び寒河江市立病院の統合再編・新病院整

備に関する協議会第２回協議会において、新病

院の建設予定地及び新病院運営母体の構成自治

体が決定されました。 

  引き続き各部会や新たに設置されたワーキン

ググループでの検討を重ね、運営委員会や関係

者との意見交換、パブリックコメントを経なが

ら、年度内に協議会において基本計画を決定し

てまいります。 

  次に、台湾でのトップセールスについてです

が、７月14日から17日までの日程において、台

湾における観光誘客を図るため、県知事を団長

とし、酒田市長、鶴岡市副市長並びに観光関係

団体等によるトップセールスに参加してまいり

ました。現地では、旅行会社や航空会社に対し

て、本市、本県の観光の魅力をＰＲしながら、

観光誘客の促進に向けて働きかけを行うととも

に、台湾観光庁や台湾観光協会を訪問し、台湾

との相互交流について意見交換を行ってまいり

ました。このたびのトップセールスを生かし、

台湾との相互交流やインバウンド、アウトバウ

ンドの推進につなげてまいりたいと考えており

ます。 

  また、期間中、昨年、友好交流協定を締結し

た斗南鎮を表敬訪問しました。斗南鎮長、斗南

鎮議会議長、副議長、斗南ロータリークラブ会

長、副会長と面会し、商工業をはじめとする幅

広い分野での相互交流について懇談を行い、友

好関係を深めてまいりました。 

  次に、寒河江市物価高騰対応支援給付金事業

についてですが、物価高騰等に伴い、家計への

影響が大きい住民税非課税の世帯を対象として

給付金を支援する事業は、昨年度からの継続事

業となっております。 

  ２月28日から対象世帯に確認書類を発送し、

７月31日に受付終了となっておりますが、８月

28日現在では非課税世帯2,495世帯に１世帯当

たり３万円を支給しております。このうち18歳

以下の児童への子ども加算給付は、126世帯204

人、１人当たり２万円を支給しております。 

  また、昨年度、定額減税し切れない方へ調整

給付金を支給する定額減税補足給付金事業を実

施しましたが、今般、令和６年分の所得税額等

が確定したため、本来給付すべき額が調整給付

金を上回り、不足額が生じた方に不足額を給付

することとしております。８月20日から対象者

に順次お知らせ等を送付しており、申請期限を

10月31日とし、年内の支給完了を予定しており

ます。 

  次に、景気・雇用情勢についてですが、７月

25日に発表された日本銀行山形事務所の山形県

金融経済概況では、「山形県の景気は、一部に

弱めの動きが見られるものの、持ち直してい

る」となっております。 

  山形労働局発表の７月の県内有効求人倍率は、

原数値で1.25倍、ハローワークさがえ管内では

0.91倍、寒河江市内に限りますと1.06倍であり

ます。また、正社員に係る有効求人倍率は、全
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国平均が1.00倍、県平均が1.13倍、寒河江市は

1.15倍であります。 

  県内の雇用情勢は、「持ち直しの動きに足踏

みが見られる。今後とも物価高騰等が雇用に与

える影響に留意する必要がある」とされており

ます。 

  今後も関係機関と連携を図りながら、社会経

済情勢の変化に的確に対応した効果的な景気・

雇用対策を推進してまいります。 

  次に、今年の米の作柄状況についてですが、

県の調査によると、はえぬきの出穂日は７月29

日で平年より３日早く、つや姫の出穂日も８月

４日と平年より３日早くなっており、特に中生

品種のはえぬきでは、出穂後も高温で経過して

いることから、登熟は早まり、収穫期は平年よ

り１週間程度早まる見込みとなっております。 

  １平方メートル当たり穂数は平年と比較して

少ない状況ですが、適切な水管理や適期内収穫

等、関係機関と連携し高品質米生産に向けて取

り組んでおります。 

  また、６月、７月が高温少雨で経過したこと

に伴い、農業用水の不足による水稲の土壌乾燥

や亀裂の発生、果実の肥大停滞等の影響が見受

けられたことから、被害が拡大しないよう、関

係機関と連携し計画配水等の対応を行ったとこ

ろであります。 

  最後に、熱中症対策について申し上げます。 

  本市に最も近い気象庁の左沢観測所のデータ

によりますと、今年は、８月末現在、最高気温

30度以上の真夏日が46日間、35度以上の猛暑日

が20日間あり、山形県に発表された熱中症警戒

アラートの回数は13回となっております。 

  また、本市の今年の熱中症による救急搬送状

況ですが、西村山広域行政事務組合消防本部に

よりますと、８月28日現在、34人で、男性が19

人、女性が15人であります。年齢区分は、18歳

未満の少年が２人、65歳未満の成人が11人、65

歳以上の高齢者が21人であり、高齢者の占める

割合は全体の約61.8％となっております。症状

程度は、重症が２人、中等症が７人、軽症が25

人となっております。 

  引き続き、暑いときは外出を控え、エアコン

等を使用し涼しい環境にて過ごすことや、小ま

めな休憩、水分・塩分補給など熱中症対策の徹

底と、クーリングシェルターの利用を呼びかけ

てまいります。 

  以上、６月定例会以降の主な市政の概況を申

し上げましたが、今後とも議員各位の御理解と

御協力を賜りながら市政運営に努めてまいりま

すので、よろしくお願いを申し上げる次第であ

ります。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

人権擁護委員の候補者の推薦に 

関し意見を求めることについて 

 

○柏倉信一議長 日程第６、人権擁護委員の候補

者の推薦に関し意見を求めることについてを議

題といたします。 

  本件については、お示ししております文書の

とおり、委員候補者２名の推薦について、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、市長よ

り意見を求められております。 

  お諮りいたします。 

  これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 



 - 15 - 

  御異議なしと認めます。 

  よって、人権擁護委員の候補者の推薦につい

ては、市長の諮問のとおり同意することに決し

ました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第７、議第52号寒河江市固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第８、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 議第52号寒河江市固定資産評価

審査委員会委員の選任についてを御説明申し上

げます。 

  固定資産評価審査委員会委員のうち、木村二

男委員の任期満了に伴い、引き続き同氏を選任

いたしたく御提案するものでございます。御同

意くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第９、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第10、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第52号に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第52号寒河江市固定資産評価審査

委員会委員の選任についてを採決いたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第52号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第11、議第53号表彰につい

てを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第12、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 議第53号表彰についてを御説明

申し上げます。 

  本市の興隆発展に寄与し、市政に功労のある

方について表彰を行うため、本市表彰条例に基

づき議会の同意を得ようとするものでございま



 - 16 - 

す。 

  佐藤洋樹氏は、平成21年１月、寒河江市長に

就任して以来、令和７年１月まで４期16年の長

きにわたり在職し、子供からお年寄りまで、元

気に安心して暮らせる笑顔があふれるまちの実

現に尽力され、寒河江市勢の振興発展と地方自

治の推進に多大なる貢献をされました。あわせ

て、西村山広域行政事務組合理事長をはじめと

する多数の要職を歴任され、消防、環境衛生、

社会福祉、農業等の分野においても優れた指導

力を発揮し、広域的な行政の推進においても多

大なる功績を残されました。これらの市政発展

に尽くされた功績は誠に大きなものがございま

す。 

  最上 公氏は、平成27年から10年間、寒河江

市芸術文化協議会会長を務められ、本市の芸術

文化団体を育成するとともに、令和５年度には

山形県民芸術祭を26年ぶりに本市会場で開催し、

広く県民に郷土の芸術文化の魅力を広め、本市

芸術文化の振興に多大なる貢献をされました。

あわせて、本市の社会教育委員及び中央公民館

運営審議会委員も長年務められ、広く本市教育

の進展に寄与され、市政発展に尽くされた功績

は誠に大きなものがございます。 

  伊藤 力氏は、昭和58年に寒河江市消防団に

入団し、平成27年に寒河江市消防団の推薦を受

けて団長に就任され、卓越した指導力と統率力

を発揮し、団員の地位向上及び処遇改善、消防

施設の充実強化並びに消防車両等の増強に尽力

され、常に消防団の先頭に立って地域防災活動

及び消防団の発展に多大なる貢献をされました。

令和７年３月に退団されるまで、42年の長きに

わたり消防団員として消防活動に従事され、そ

のうち16年間は副団長、団長としてその重責を

担い、消防力の強化、安全安心な地域環境の確

保に貢献され、市政発展に尽くされた功績は誠

に大きなものがございます。 

  それぞれの御功績、経歴等の詳細については、

別紙資料のとおりでございます。 

  また、この件につきましては、去る８月８日

開催の市表彰審査委員会において審査の結果、

全会一致をもって表彰をすることが適当である

旨、御報告をいただきましたので、今回御提案

申し上げるものであります。御同意くださるよ

うよろしくお願い申し上げます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第13、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第53号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第14、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第53号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第53号表彰についてを採決いたし

ます。 

  ただいま議題となっております議第53号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、議第53号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

報     告 

 

○柏倉信一議長 日程第15、報告第９号令和６年

度寒河江市財政の健全化判断比率の報告につい

て及び日程第16、報告第10号令和６年度寒河江

市公営企業の資金不足比率の報告についての２

案件を一括議題といたします。 

  市長から報告を求めます。齋藤市長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 初めに、報告第９号令和６年度

寒河江市財政の健全化判断比率の報告について

を御説明申し上げます。 

  財政の健全化判断比率を各会計及び関連団体

の決算等に基づき算定した結果、実質赤字比率

及び連結実質赤字比率は発生せず、実質公債費

比率は7.5％、将来負担比率はゼロを下回り、

発生しないこととなったものでございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項の規定により御報告申し上げるもの

でございます。 

  次に、報告第10号令和６年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告についてを御説明申し

上げます。 

  資金不足比率を３つの事業会計の決算等に基

づき算定した結果、いずれの事業会計も資金不

足比率は発生しないものでございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

22条第１項の規定により御報告申し上げるもの

でございます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第17、これより質疑に入り

ます。 

  初めに、報告第９号令和６年度寒河江市財政

の健全化判断比率の報告についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、報告第10号令和６年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第18、認第１号令和６年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から、日程第35、議第64号財産（タブレット端

末等）の取得についてまでの18案件を一括議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第36、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 初めに、決算の認定について御

説明を申し上げます。 

  令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算及

び５件の特別会計歳入歳出決算について、地方

自治法の定めるところにより、監査委員の意見

をつけて議会の認定に付するものでございます。 

  まず、認第１号令和６年度寒河江市一般会計

歳入歳出決算の認定についてを御説明申し上げ

ます。 

  歳入決算額は257億8,109万3,897円、歳出決

算額は246億1,444万2,901円でございます。形

式収支は11億6,665万996円で、繰越明許費に係

る繰越しすべき一般財源が１億5,290万9,353円
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ですので、実質収支が10億1,374万1,643円の黒

字決算であります。 

  剰余金の処分につきましては、地方自治法及

び財政調整基金条例の規定に基づき、財政調整

基金に５億1,000万円を積み立て、残る５億374

万1,643円は翌年度に繰越しをしたところでご

ざいます。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを御

説明申し上げます。 

  歳入決算額は40億7,595万3,366円、歳出決算

額は40億414万7,342円で、歳入歳出差引き残額

7,180万6,024円は翌年度に繰越しをいたしまし

た。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

御説明申し上げます。 

  歳入決算額は６億3,789万8,890円、歳出決算

額は６億2,320万1,108円で、歳入歳出差引き残

額1,469万7,782円は翌年度に繰越しをいたしま

した。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを御説明

申し上げます。 

  歳入決算額は45億8,900万5,545円、歳出決算

額は45億2,255万1,451円で、歳入歳出差引き残

額6,645万4,094円は翌年度に繰越しをいたしま

した。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを御説明申し上げます。 

  歳入決算額は2,571万9,832円、歳出決算額は

2,170万5,117円で、歳入歳出差引き残額401万

4,715円は翌年度に繰越しをいたしました。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを御説明申し上げます。 

  歳入決算額は68万2,541円、歳出決算額は44

万3,150円で、歳入歳出差引き残額23万9,391円

は翌年度に繰越しをいたしました。 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてを御説明申し上げま

す。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の認定に付するものでございます。 

  初めに、収益的収入及び支出について申し上

げます。 

  収入は20億521万5,940円、支出は20億3,627

万415円であります。その結果、純損失は4,972

万371円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は１億8,135万円、支出は２億2,490万

4,764円であります。資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額は4,355万4,764円とな

りますが、これについては損益勘定留保資金等

で補塡いたしました。 

  欠損金については、剰余金計算書及び欠損金

処理計算書に記載のとおり、当年度までの未処

理欠損金9,553万4,350円を翌年度に繰越ししよ

うとするものであります。 

  その他の詳細については、別冊資料のとおり

であります。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを御説

明申し上げます。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の議決を求めるとともに議会の認定に付するも

のでございます。 

  初めに、利益の処分について御説明申し上げ

ます。 

  令和６年度寒河江市水道事業会計において生

じました未処分利益剰余金１億267万127円のう

ち、4,500万円を建設改良積立金に積み立てる

ものでございます。 

  続きまして、決算について申し上げます。 
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  初めに、収益的収入及び支出から申し上げま

す。 

  収入は10億8,202万8,474円、支出は９億

8,968万625円であります。その結果、純利益は

4,526万4,722円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は１億2,824万9,401円、支出は６億

1,895万8,314円であります。資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額４億9,070万

8,913円については、損益勘定留保資金等で補

塡いたしました。 

  利益処分後の剰余金については、剰余金処分

計算書案に記載のとおり5,767万127円を翌年度

に繰越ししようとするものでございます。 

  その他詳細については、別冊資料のとおりで

あります。 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてを御

説明申し上げます。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の議決を求めるとともに議会の認定に付するも

のでございます。 

  初めに、利益の処分について御説明申し上げ

ます。 

  令和６年度寒河江市下水道事業会計において

生じました未処分利益剰余金１億5,794万3,653

円のうち、6,798万1,825円を減債積立金に、

2,383万1,960円を建設改良積立金に積み立て、

6,581万3,785円を資本金へ組み入れようとする

ものであります。 

  続きまして、決算について申し上げます。 

  初めに、収益的収入及び支出から申し上げま

す。 

  収入は15億6,662万5,376円、支出は14億

5,066万7,557円であります。その結果、純利益

は9,189万7,076円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は４億2,244万7,553円、支出は９億

7,536万2,989円であります。資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額５億5,291万

5,436円については、損益勘定留保資金及び減

債積立金等で補塡いたしました。 

  利益処分後の剰余金につきましては、剰余金

処分計算書案に記載のとおり31万6,083円を翌

年度に繰越ししようとするものでございます。 

  その他詳細については、別冊資料のとおりで

あります。 

  次に、議第56号令和７年度寒河江市一般会計

補正予算（第４号）について御説明申し上げま

す。 

  このたびの補正予算は、ふるさと納税に係る

寄附金の増加による基金管理事業費の追加等を

行うものです。 

  その結果、歳入歳出それぞれ11億7,550万

9,000円を追加し、予算総額を249億6,109万

2,000円とするものです。 

  次に、議第57号令和７年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明申

し上げます。 

  このたびの補正予算は、前年度決算等に伴う

介護保険給付費準備基金積立金及び償還金を追

加するものです。 

  その結果、9,815万5,000円の追加となり、予

算総額を歳入歳出それぞれ46億2,068万5,000円

とするものです。 

  次に、議第58号令和７年度寒河江市下水道事

業会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げます。 

  このたびの補正予算は、寒河江浄化センター

の建設工事委託事業について債務負担行為を設

定するものであります。 

  次に、議第59号寒河江市議会議員及び寒河江

市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正についてを御説明申し上げま
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す。 

  公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運

動における公費負担に係る限度額の引上げにつ

いて、所要の改正をしようとするものでありま

す。 

  次に、議第60号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてを御説明

申し上げます。 

  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行

う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、

子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するため

の措置として、仕事と育児の両立支援制度に関

する周知の強化等を行うため、所要の改正をし

ようとするものであります。 

  次に、議第61号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを御説明申し上

げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部

改正に伴い、部分休業の承認、期間、時間等を

定めるため、所要の改正をしようとするもので

あります。 

  次に、議第62号寒河江市水道給水条例及び寒

河江市下水道条例の一部改正についてを御説明

申し上げます。 

  災害時に給排水設備等の早期復旧を図るため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第63号寒河江市水道企業職員及び下

水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の一部改正についてを御説

明申し上げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部

改正に伴い、所要の改正をしようとするもので

あります。 

  次に、議第64号財産（タブレット端末等）の

取得についてを御説明申し上げます。 

  小中学校で使用する本財産の取得に当たり、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第３条の規定により、議会の

議決を得ようとするものであります。 

  以上、18案件について御提案申し上げました

が、よろしく御審議の上、御可決くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

監 査 委 員 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第37、監査委員報告であり

ます。 

  監査委員から審査結果の報告を求めます。大

沼代表監査委員。 

   〔大沼 勇監査委員 登壇〕 

○大沼 勇監査委員 おはようございます。 

  監査委員を代表いたしまして私から、令和６

年度寒河江市一般会計及び各特別会計並びに公

営企業会計、合わせて９会計の歳入歳出決算審

査結果の概要につきまして御報告申し上げます。 

  初めに、一般会計及び各特別会計歳入歳出に

係る決算審査結果について申し上げます。 

  お手元の一般会計特別会計歳入歳出決算審査

意見書の１ページを御覧ください。 

  第１、審査の概要でありますが、１の審査の

対象は、令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出

決算、特別会計については寒河江市国民健康保

険特別会計歳入歳出決算から寒河江市財産区特

別会計歳入歳出決算までの５特別会計で、審査

の期間、審査の方法は記載のとおりでございま

す。 

  次に、第２、審査の結果でありますが、審査

に付されました各会計の決算及び附属書類は関

係法令に従って作成されており、また、計数的

に正確であり、予算の執行についてもおおむね

適正であると認められました。 

  なお、審査結果の概要につきましては、むす

びの決算額、財政分析、市税等の収納状況など

を中心に御説明申し上げます。 

  47ページを御覧ください。 
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  初めに、（１）概況①の一般会計及び特別会

計歳入歳出決算全般につきまして御説明申し上

げます。 

  令和６年度の一般会計及び各特別会計の純計

決算の総額は、歳入340億2,610万9,000円、歳

出327億224万6,000円で、差引き13億2,386万

3,000円の黒字決算となっております。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源を差し

引いた実質収支額は11億7,095万4,000円となり、

さらに前年度の実質収支額を差し引いた単年度

収支額は１億2,919万1,000円の赤字となってお

ります。 

  このうち一般会計の決算総額は、歳入257億

8,109万4,000円、歳出246億1,444万3,000円で、

差引き11億6,665万1,000円の黒字決算となって

おります。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源１億

5,290万9,000円を差し引いた10億1,374万2,000

円が実質収支額となり、地方自治法の規定によ

り財政調整基金に５億1,000万円を編入し、残

り５億374万2,000円は翌年度に繰り越されてお

ります。 

  また、特別会計の決算総額は、歳入93億

2,926万円、歳出91億7,204万8,000円で、差引

き１億5,721万2,000円の黒字決算となっており

ます。 

  次に、②一般会計に係る財源につきましては、

自主財源が歳入全体の50.9％を占めており、金

額ベースでは前年度に比べ4.1％増加しており

ます。このうち、市税は財源全体の19.9％、48

ページ７行目、寄附金は財源全体の14.4％を占

めておりますが、寄附金につきましては、ふる

さと納税の増加により、前年度に比べ12.7％の

増加となっております。 

  依存財源につきましては、歳入の49.1％を占

めており、金額ベースでは前年度に比べ1.3％

減少しております。これは、市債が34.2％、国

庫支出金が9.7％、それぞれ減となったことな

どによるものです。 

  次に、49ページ、（２）の財政指標等に基づ

く財政分析でありますが、財政力指数は0.526

で、前年度と同様となっており、経常収支比率

は90.3％で、前年度に比べ2.6ポイント上昇し

ております。 

  実質公債費比率は7.5％で、前年度に比べ0.3

ポイント低下しております。 

  市債残高一般会計分は149億9,677万3,000円

で、前年度に比べ５億7,485万9,000円減少して

おります。 

  次に、（３）市税等の収納状況についてであ

りますが、市税は収納率95.9％で、前年度と同

様となっております。これは、従来の口座振替

納付、スマートフォン決済アプリによる納付、

コンビニエンスストア納付に加え、地方税統一

二次元コードを用いた仕組みを導入し、クレジ

ットカードによる納付を可能にするなど、納付

手段の多様化、拡充に努めており、これらの多

様な取組により高い収納率を維持しております。 

  また、市税以外の主な収納状況でありますが、

国民健康保険税は収納率77.1％で、前年度に比

べ0.5ポイント、介護保険料は99.3％で、前年

度に比べ0.1ポイント、それぞれ上昇しており

ます。 

  次に、（４）の未収金対策につきましては、

税務部門による滞納管理強化のほか、市営住宅

使用料未納者への納入計画の作成など各種対策

を継続したことにより、長期未納者から納付が

なされるなど、対策が功を奏しております。公

金の収入未済額解消は、公費負担の公平、公正

の観点や一般財源確保の上でも重要であり、さ

らなる収納率の向上に向け、工夫と努力を講じ

られることを期待するものです。 

  次に、50ページ、（５）の今後の財政運営等

についてでありますが、今後の地域経済は、緩

やかな回復は見られるものの、物価上昇の影響

は続いており、引き続き厳しい状況が見込まれ
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ます。一方、超高齢社会の進展や核家族化、急

速な人口減少など、社会構造は大きく変化して

きており、加えて、近年、自然災害が激甚化・

頻発化するなど、行財政を取り巻く環境は厳し

さを増しております。 

  こうした状況に迅速かつ的確に対応するため、

市では、人口減少対策、防災・減災・感染症予

防対策、教育環境の充実を３本の柱に掲げる新

第６次寒河江市振興計画の着実な推進に取り組

んでおり、令和７年度は新第６次寒河江市振興

計画の最終年度となり、次期計画の策定年度と

もなりますが、基本計画に掲げられた目標、指

標の実現のため、毎年度検証及び見直しが行わ

れている行動計画に基づいて各種事業に積極的

に取り組み、市政発展と市民福祉の一層の向上

が図られるよう要望いたします。 

  次に、公営企業会計決算審査結果について申

し上げます。 

  お手元の寒河江市公営企業会計決算審査意見

書の１ページを御覧ください。 

  第１、審査の概要でありますが、１の審査の

対象は令和６年度寒河江市立病院事業会計決算、

令和６年度寒河江市水道事業会計決算及び令和

６年度寒河江市下水道事業会計決算であります。

審査の期間、審査の方法は記載のとおりでござ

います。 

  第２、審査の結果でありますが、審査に付さ

れました決算報告書及び財務諸表は、地方公営

企業関係法令及び各事業の会計規程等に準拠し

て作成され、経営成績及び財務状態を適正に表

示しており、決算計数も誤りがなく、予算の執

行についても適正であると認められました。 

  なお、各事業の業務状況、予算執行状況と経

営成績及び財務状態を分析した結果は意見書に

記載のとおりでありますが、その概要について

御説明申し上げます。 

  初めに、市立病院事業会計について御説明申

し上げます。 

  13ページ、４、むすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、入院診療体制は

全体98床で運営され、令和６年３月に策定した

寒河江市立病院経営強化プランに沿って経営強

化に取り組むとともに、引き続き地域住民の診

療や救急医療の提供を行い、持続可能な地域密

着型病院運営を推進し、老朽化した施設や医療

機器の整備を計画的に行っております。 

  （２）患者数の状況につきましては、入院患

者は年間延べ３万881人で、前年度に比べ950人、

3.2％、外来患者は延べ５万1,297人で、前年度

に比べ501人、1.0％、それぞれ増加しておりま

す。 

  （３）の経営状況につきましては、①病院事

業収益は20億369万3,000円で、前年度に比べ

4,453万8,000円、2.3％の増加となっておりま

す。このうち医業収益は前年度に比べ6,080万

9,000円、3.8％増加しております。入院、外来

ともに年間延べ患者数は増加しており、入院収

益が3,955万円、3.8％、外来収益が2,290万

2,000円、5.6％、それぞれ増加しております。 

  一方、医業外収益は前年度に比べ1,627万

1,000円、4.4％減少しております。これは、一

般会計繰入金を含む他会計負担金が1,796万

4,000円、66.1％、他会計補助金が1,250万円、

4.4％、それぞれ増加したものの、新型コロナ

ウイルス感染症患者入院病床確保対策等の補助

金が4,068万円、96.7％減少したことなどによ

るものです。 

  14ページ、②病院事業費用は20億5,341万

4,000円で、前年度に比べ4,879万3,000円、

2.4％の増加となっております。このうち医業

費用は前年度に比べ4,789万円、2.5％の増加と

なっております。 

  この結果、病院事業損益につきましては、経

常収益20億369万3,000円に対し、経常費用20億

5,341万4,000円で、差引き4,972万円の経常損

失となりました。 
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  当年度は特別利益及び特別損失ともになく、

純損失は経常損失と同額の4,972万円となって

おります。 

  当年度未処理欠損金は、前年度からの繰越欠

損金4,581万4,000円に当年度純損失額4,972万

円を加え9,553万4,000円となっております。 

  次に、（４）の経営指標等につきましては、

医業収支比率は82.7％、病床利用率は86.3％で、

前年度に比べ1.0ポイント、2.9ポイント、それ

ぞれ上昇しております。これは、入院及び外来

の患者数が増加したことに加え、令和６年６月

の診療報酬改定による診療収入の増などによる

ものであります。 

  医業費用につきましては、給与費の増加や物

価上昇による材料費や経費の増がありましたが、

材料費については使用材料を見直すなどの対策

により増額を抑えており、費用は増加しており

ますが、経費削減に努めております。 

  経営強化プラン数値目標における目標値と令

和６年度実績を比較しますと、15ページの表の

とおり、医業収支比率、入院及び外来の１日当

たり患者数は目標値を下回っておりますが、地

域の医療機関との連携を示す紹介率、逆紹介率

につきましては、紹介率はプラン目標値を5.8

ポイント上回ったほか、逆紹介率は、プラン目

標にはありませんが、前年度に比べ2.7ポイン

トアップしており、開業医をはじめ関係医療機

関との連携強化が図られております。 

  次に、16ページ、（６）の一般会計からの繰

入金につきましては、収益的収入及び資本的収

入合わせて４億9,000万円で、前年度に比べ

3,000万円増加しておりますが、繰入基準外の

繰入れは前年度と同様ゼロ円となっております。

繰入れにつきましては、経営強化プランにおい

て、一般会計からの繰入金を繰入基準内にとど

め、経常黒字化を目標としております。今後、

経営強化プランの着実な推進を図り、目標が達

成されるような経営強化を期待するものです。 

  次に、（７）の今後の病院運営等について申

し上げます。 

  令和６年度の病院経営は、前年度に比べ医業

収益が増収となりました。病院では、診療報酬

の改定の際に加算見直しなどを行い、診療収入

増を図っております。また、物価上昇や人件費

増加の中で経費削減に努めており、一般会計か

らの繰入金は前年度に比べ基準内繰入金3,000

万円の増加とし、基準外繰入金は前年度と同様

ゼロ円を維持するなど、これらの経営努力を評

価するものです。 

  市立病院につきましては、今後とも経営健全

化に積極的に取り組んでいく必要があり、その

ためには、引き続き医療ニーズに対応する適切

な病床管理や病院運営を行っていく必要があり

ます。 

  経営強化プランでは、市立病院が果たすべき

役割を明確にしながら具体的な行動計画を定め、

持続可能な病院運営を進めることとしておりま

す。この経営強化プランが着実に推進されるよ

う要望いたします。 

  また、県立河北病院と市立病院の統合再編及

び新病院整備について協議が進められておりま

すが、新病院整備までの期間におきましても、

現在の市立病院において必要な医療が提供でき

るように施設設備の維持管理等に十分留意して

いく必要があります。 

  今後とも、市民ニーズに応え、市民及び地域

から信頼される地域医療の拠点病院として病院

運営等がなされることを期待いたします。 

  次に、水道事業会計について申し上げます。 

  35ページ、４、むすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、給水人口の減の

影響等により、前年度に比べ、有収水量は１万

4,803立方メートル減少しておりますが、年間

総配水量は18万6,394立方メートル増加してお

ります。有収率につきましては、前年度に比べ

3.5ポイント低下し、85.5％となっております。 
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  （２）経営状況につきましては、①水道事業

収益は９億9,141万2,000円で、前年度に比べ

442万7,000円、0.4％増加しております。この

うち、営業収益は前年度に比べ236万3,000円、

0.3％増加しておりますが、収益全体の88.1％

を占める給水収益は僅かに減少しております。 

  ②水道事業費用は９億4,614万7,000円で、前

年度に比べ2,210万1,000円、2.4％増加してお

ります。 

  36ページ５行目の水道事業損益につきまして

は、経常収益９億9,141万2,000円、経常費用９

億4,426万5,000円で、差引き4,714万7,000円の

経常利益となりますが、特別損失188万2,000円

が生じておりますので、当年度純利益は4,526

万5,000円で、前年度に比べ1,767万4,000円、

28.1％の減となっております。 

  （３）経営指標等に基づく経営分析につきま

しては、42ページ及び43ページの別表３にお示

ししており、営業活動の能率を示す営業収支比

率は低下しております。 

  新寒河江市水道ビジョンにおける計画値と令

和６年度実績を比較しますと、37ページの表の

とおり、純利益や有収水量などが計画値を下回

っております。 

  （５）の今後の水道事業運営等につきまして

は、今後の水需要の見通しは、給水戸数はやや

増加しているものの、人口減少に伴う給水人口

の減少や利用者の節水意識の高まり等により水

需要量は減少傾向にあることから、水道料金収

入の伸びは期待できないと考えられます。 

  38ページ５行目、水道水の安定的な供給のた

めには、漏水調査の強化とともに、基幹施設の

更新整備や老朽管の耐震管への布設替えなどを

計画的に進める必要があり、今後も必要な改修

が見込まれることから、これらに要する財源を

確保していくには、安定的、持続的な財政基盤

及び財政運営が求められます。 

  物価上昇の影響による営業費用の増加などに

より、純利益は新寒河江市水道ビジョン計画値

を大幅に下回っております。同ビジョンで示さ

れた水需要の見通しや施設整備等の課題などに

的確かつ計画的に対応し、より一層効率的な経

営に努め、市民生活や社会経済活動の重要な基

盤である安心安全な水道水の安定供給に努めら

れるよう要望いたします。 

  最後に、下水道事業会計について申し上げま

す。 

  58ページ、４のむすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、公共下水道事業

の年間総流入水量は前年度に比べ18万270立方

メートル、有収水量は10万6,062立方メートル、

それぞれ増加しております。一方、有収率につ

きましては、前年度に比べ1.2ポイント低下し、

83.3％となっております。 

  また、公共浄化槽事業の水洗化率は58.8％で、

前年度に比べ1.0ポイント低下しております。 

  （２）経営状況につきましては、①下水道事

業収益は15億883万7,000円で、前年度に比べ

3,842万4,000円、2.6％増加しております。こ

のうち営業収益は、下水道使用料が増加したこ

とにより前年度に比べ1,667万3,000円、2.6％

増加しております。 

  ②下水道事業費用は14億1,694万円で、前年

度に比べ4,685万3,000円、3.4％増加しており

ます。 

  59ページ６行目、下水道事業損益につきまし

ては、経常収益15億883万7,000円、経常費用14

億1,518万円で、差引き9,365万8,000円の経常

利益となりますが、特別損失176万1,000円が生

じており、当年度純利益は9,189万7,000円とな

っております。 

  次に、（３）経営指標等に基づく経営分析に

つきましては、64ページ、65ページの別表３に

お示ししているとおりですが、寒河江市下水道

経営戦略の計画値と令和６年度実績を比較しま

すと、59ページ下段の表のとおり、純利益、普
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及率、水洗化率はそれぞれ計画値を下回ってお

りますが、営業費用の増加や人口減少の影響等

がある中で、黒字を維持するとともに水洗化率

は前年度実績から上昇しており、同経営戦略の

取組方針に基づいた経営の効率化、健全化に努

めているものと認められます。 

  60ページを御覧ください。 

  （５）の今後の下水道事業運営等につきまし

ては、水洗化率は未普及地域の整備促進により

緩やかに上昇しているものの、処理区域内人口

及び水洗化人口は減少しており、人口減少の影

響等を踏まえ、安定的な経営及び水洗化普及活

動等に一層力を入れていく必要があります。 

  寒河江市下水道経営戦略では、計画的な管渠

整備及び施設の老朽化対策等を行うとともに、

寒河江市雨水排水整備計画に基づく局地的豪雨

等に対応する雨水排水対策の強化のほか、寒河

江市下水道ストックマネジメント計画による寒

河江市浄化センター等の施設の老朽化対策を行

うこととしており、今後必要となる設備投資を

計画的に実施する経営基盤を確保するため、経

営の健全化、効率化に積極的に取り組むことと

しております。 

  本経営戦略を踏まえ、市民に安全で快適な下

水道サービスを持続的、安定的に提供されるこ

とを要望いたします。 

  以上でございます。 

 

   散    会    午前１０時４３分 

 

○柏倉信一議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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